
市議会だより
―　　　―

　平成 24 年 12 月定例会は、12 月３日に開会し、21 日まで 19 日間の会期で開催されました。田辺市長等の給与に関
する条例の一部改正についてをはじめ、平成 24 年度一般会計・特別会計補正予算など、市長提出議案 18 件について
は全て原案のとおり可決し、議会提出議案３件、国の関係行政庁に提出する意見書１件についても原案のとおり可決さ
れました。このほか、市長専決処分事項１件を承認、１件の報告を受け、
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについての人事案件２
件について異議なしとしました。
　なお、９月議会で常任委員会に付託され、閉会中の継続審査となってい
た平成 23 年度一般会計及び各種特別会計の歳入歳出決算議案 19 件につ
いては、全て可決及び認定されました。
　また、12 月定例会では 12 月 12 日、13 日の２日間にわたり、６人の
議員が一般質問を行いました。
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田辺市議会だ田辺市議会だよよりり
平成２５年

（２０１３年）

２ 月号

平成 24年 12 月定例会平成 24年 12 月定例会

平成24年度一般会計補正予算など 22議案を可決平成 24年度一般会計補正予算など 22議案を可決

議 

決 

結 

果 

の 

一 

覧

　

条
例
（
可
決
８
件
）

●
田
辺
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

市
長
及
び
副
市
長
の
給
料
を
減
額

　

す
る
た
め
改
正
す
る
も
の

●
田
辺
市
集
会
所
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

　

地
籍
調
査
の
実
施
結
果
に
よ
り
、

　

集
会
所
の
位
置
を
修
正
す
る
た
め

　

改
正
す
る
も
の

●
田
辺
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無

　

償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

　

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

　

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

　

る
法
律
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の

　

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の

　

一
部
改
正
に
伴
い
、
地
方
公
共
団

　

体
の
国
等
へ
の
寄
附
金
等
の
支
出

　

を
原
則
禁
止
す
る
措
置
が
廃
止
さ

　

れ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

　

も
の

●
田
辺
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部

　

改
正
に
つ
い
て

　

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

　

防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

　

正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備

　

を
行
う
も
の

●
田
辺
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　

い
て

　

普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税

　

等
の
納
期
を
変
更
す
る
た
め
改
正

　

す
る
も
の

●
田
辺
市
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

　

資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

　

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
固
定
資
産

　

税
に
係
る
特
別
措
置
の
適
用
期
限

　

を
延
長
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

　

を
行
う
も
の

●
田
辺
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
条

　

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

栗
栖
川
小
学
校
と
二
川
小
学
校
と

　

を
統
合
し
、
新
た
に
中
辺
路
小
学

　

校
を
設
置
す
る
た
め
、
所
要
の
改

　

正
を
行
う
も
の

●
田
辺
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改

　

正
に
つ
い
て
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つ
い
て

　

16
億
２
６
９
万
４
２
７
６
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
介
護
保
険
特

　

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

78
億
７
８
３
万
６
８
０
７
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
分
譲
宅
地
造

　

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

に
つ
い
て

　

５
万
１
２
２
７
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
公
共
用
地
先

　

行
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
に
つ
い
て

　

４
億
１
０
１
１
万
９
８
０
０
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
交
通
災
害
共

　

済
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

に
つ
い
て

　

１
４
１
万
４
３
２
７
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
同
和
対
策
住

　

宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳

　

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

５
億
４
７
８
３
万
１
９
２
０
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
簡
易
水
道
事

　

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

　

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

●
田
辺
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　

い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

　

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　

請
願
（
１
件
）

●
補
助
金
不
正
問
題
全
容
究
明
の
た

　

め
「
百
条
委
員
会
の
設
置
」
を
求

　

め
る
請
願

　

本
請
願
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数

　

に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

認
定
（
19
件
）

　
　
　
　

※
金
額
は
支
出
済
額

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
一
般
会
計
歳

　

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

※
産
業
建
設
委
員
会
で
、
附
帯
決

　
　

議
を
付
し
て
認
定

　

４
５
９
億
３
７
０
７
万
２
４
４
４
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
国
民
健
康
保

　

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

に
つ
い
て

　

１
０
５
億
６
１
２
３
万
68
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
後
期
高
齢
者

　

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

　

平
成
24
年
度
田
辺
市
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
６
号
）

　

４
７
０
億
３
１
２
８
万
９
千
円

　

報
告
（
１
件
）

●
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す

　

る
こ
と
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た

　

も
の

　

人
事
案
件
（
２
件
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

　

て
（
２
件
）

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
委
員
候
補
者

　

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に

　

つ
い
て「
異
議
な
し
」と
し
ま
し
た
。

　

委
員
候
補
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　

古
久
保　

久
代　

氏

　
　
　
　
　
　

山　

本　
　

巖　

氏

　

発
議
（
可
決
３
件
）

●
田
辺
市
補
助
金
の
適
正
執
行
に
関

　

す
る
決
議

　

※
７
ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載

●
田
辺
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

　

改
正
に
つ
い
て

　

中
辺
路
町
川
合
１
４
５
１
番
地
ほ

　

か
２
カ
所
に
体
育
施
設
を
設
置
す

　

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
体
育
施

　

設
の
使
用
料
の
額
を
定
め
る
た
め

　

改
正
す
る
も
の

　

補
正
予
算
（
可
決
５
件
）

　
　
　
　

※
金
額
は
補
正
後
の
額

●
平
成
24
年
度
田
辺
市
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
７
号
）

　

４
７
８
億
７
６
２
３
万
９
千
円

●
平
成
24
年
度
田
辺
市
国
民
健
康
保

　

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　

１
号
）

　

１
１
２
億
３
０
５
７
万
３
千
円

●
平
成
24
年
度
田
辺
市
同
和
対
策
住

　

宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

　

５
億
３
０
２
０
万
１
千
円

●
平
成
24
年
度
田
辺
市
簡
易
水
道
事

　

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

６
億
１
７
６
１
万
７
千
円
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●
平
成
24
年
度
田
辺
市
農
業
集
落
排

　

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　

１
号
）

　

３
億
７
５
１
１
万
５
千
円

　

そ
の
他
議
案
（
可
決
５
件
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

三
四
六
総
合
運
動
公
園
体
育
館
宿

　

泊
棟
建
築
工
事
請
負
契
約
を
締
結

　

す
る
も
の

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

　

い
て

　

串
峠
平
治
川
線
道
路
災
害
復
旧
工

　

事
請
負
変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の

●
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

無
資
力
の
者
の
住
宅
新
築
資
金
貸

　

付
金
及
び
宅
地
取
得
資
金
貸
付
金

　

に
係
る
債
権
を
放
棄
す
る
も
の

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

建
設
残
土
処
分
場
整
備
（
そ
の
３
）

　

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

和
田
谷
熊
瀬
川
線
道
路
災
害
復
旧

　

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

　

承
認
（
１
件
）

　
　
　
　

※
金
額
は
補
正
後
の
額

●
専
決
処
分
事
項
に
つ
い
て
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一
つ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
や
異
常
気
象
に
よ
る
大
規

模
災
害
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
迅
速
な

る
物
資
の
輸
送
や
救
助
・
救
援
活
動

等
、
緊
急
救
急
医
療
体
制
の
確
立
を

図
り
、
大
津
波
発
生
時
の
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
支
え
る
上
に
お
い
て
も
、
そ
の

機
能
強
化
を
早
期
に
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
「
海
南
〜
有

田
間
」
の
４
車
線
化
が
完
成
し
渋
滞

は
解
消
さ
れ
た
も
の
の
、
暫
定
２
車

線
区
間
の
ま
ま
で
あ
る
「
有
田
〜
南

紀
田
辺
間
」
は
、
全
国
で
も
有
数
の

交
通
量
に
よ
る
新
た
な
渋
滞
が
発
生

し
て
お
り
、
加
え
て
対
面
通
行
に
よ

る
重
大
事
故
の
発
生
な
ど
も
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
４
月
６
日
に

は
国
か
ら
有
田
〜
御
坊
間
４
車
線
化

の
事
業
化
が
発
表
さ
れ
、
一
日
も
早

い
事
業
着
手
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
未
事
業
化
区
間
で
あ

る
「
す
さ
み
〜
太
地
間
」
及
び
「
新

宮
〜
大
泊
間
」
に
つ
い
て
も
、
本
年

６
月
か
ら
計
画
段
階
評
価
に
着
手
さ

れ
、
８
月
に
は
地
方
小
委
員
会
に
お

3

　

い
て

　

４
億
６
８
７
９
万
５
５
１
９
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
農
業
集
落
排

　

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

に
つ
い
て

　

３
億
７
９
４
６
万
１
２
０
６
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
林
業
集
落
排

　

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

に
つ
い
て

　

１
５
４
３
万
７
６
４
０
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
漁
業
集
落
排

　

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

に
つ
い
て

　

４
５
９
７
万
７
３
８
０
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
特
定
環
境
保

　

全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

　

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

６
０
６
３
万
６
６
８
２
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
戸
別
排
水
処

　

理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

に
つ
い
て

　

４
３
７
万
２
１
２
２
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
診
療
所
事
業

　

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

４
億
３
１
２
０
万
４
４
７
５
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
駐
車
場
事
業

　

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

４
億
２
８
１
４
万
９
６
９
１
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
木
材
加
工
事

　

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

　

い
て

　

１
億
９
９
１
８
万
２
６
０
１
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
四
村
川
財
産

　

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

　

い
て

　

２
８
２
０
万
６
６
５
円

●
平
成
23
年
度
田
辺
市
水
道
事
業
会

　

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
に
つ
い
て

　

※
可
決
及
び
認
定

　

14
億
９
０
８
万
６
８
６
４
円

　

意
見
書
（
１
件
）

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
地
方
自

治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
関

係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

●
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
ミ
ッ
シ
ン

　

グ
リ
ン
ク
の
早
期
解
消
及
び
４
車

　

線
化
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

高
速
道
路
は
、
都
市
と
地
方
の
交

流
を
促
し
広
域
化
す
る
レ
ジ
ャ
ー
や

観
光
の
手
段
と
し
て
、
ま
た
新
鮮
な

農
林
水
産
物
な
ど
を
い
ち
早
く
輸
送

す
る
基
幹
道
路
と
し
て
、
地
域
経
済

を
支
え
る
最
も
重
要
な
社
会
基
盤
の

い
て
ル
ー
ト
帯
や
Ｉ
Ｃ
配
置
等
の
対

応
方
針
（
案
）
が
了
承
さ
れ
る
な
ど

の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
、
事
業
化
に

向
け
住
民
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方

の
高
速
道
路
の
実
情
と
そ
の
整
備
の

必
要
性
を
御
理
解
い
た
だ
き
、「
有
田

〜
南
紀
田
辺
間
」
ま
で
の
早
期
４
車

線
化
実
現
の
た
め
、
左
記
の
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　

記

１
．
近
畿
自
動
車
道
の
ミ
ッ
シ
ン
グ

　

リ
ン
ク
の
早
期
解
消

　

・「
田
辺
〜
す
さ
み
間
」
及
び
那
智

　
　

勝
浦
道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
　

27
年
国
体
開
催
ま
で
に
供
用
す

　
　

る
こ
と
。

　

・「
す
さ
み
〜
太
地
間
」
及
び
「
新

　
　

宮
〜
大
泊
間
」
に
つ
い
て
は
、

　
　

平
成
25
年
度
に
新
規
事
業
化
す

　
　

る
こ
と
。

２
．
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
「
有
田

　

〜
南
紀
田
辺
間
」
４
車
線
化
の
早

　

期
実
現

　

・「
有
田
〜
御
坊
間
（
湯
浅
御
坊
道

　
　

路
）」
に
つ
い
て
は
、
事
業
評
価

　
　

な
ど
必
要
な
手
続
き
を
速
や
か

　
　

に
実
施
し
、
早
期
に
事
業
着
手

　
　

す
る
こ
と
。

　

・「
御
坊
〜
南
紀
田
辺
間
」
に
つ
い

　
　

て
は
、
早
期
に
事
業
化
す
る
こ

　
　

と
。

３
．
地
域
が
真
に
必
要
と
す
る
道
路

　

整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
確
保

　

・
高
速
道
路
か
ら
生
活
道
路
ま
で
、

　
　

防
災
対
策
を
は
じ
め
地
域
が
真

　
　

に
必
要
と
す
る
道
路
整
備
を
計

　
　

画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
た

　
　

め
、
道
路
関
係
予
算
は
所
要
の

　
　

額
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
　
（
提
出
先
）

　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　

財
務
大
臣

　
　
　
　
　
　

国
土
交
通
大
臣

　
　
　
　
　
　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　
　

参
議
院
議
長

南伸工事が進む近畿自動車道紀勢線
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問答

一
般
質
問
と
答
弁
の
要
旨

　

市
民
の
声
を
聞
く
制
度
の

　

充
実
を

　
　

市
民
の
声
を
も
っ
と
聞
け
る
よ

　
　

う
、
取
り
組
み
を
充
実
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か

　
　

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

　
　

の
協
働
を
合
併
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
柱
の
大
き
な
一
つ
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
協
働
の
根
幹
と
な
る
の

が
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
共
有
で

あ
り
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
政
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
行
政
に
対
す

る
御
意
見
や
御
要
望
の
様
々
な
声
を

い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
は
必
要

で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
に
お
い

て
は
、
合
併
直
後
か
ら
市
政
未
来
ポ

ス
ト
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
の
場
と
も
な
る
「
ま
ち

づ
く
り
学
び
あ
い
講
座
」
な
ど
を
積

極
的
に
推
進
す
る
一
方
、
市
長
と
し

て
自
ら
も
で
き
る
限
り
地
域
に
出
向

き
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
な
が
ら
、

地
域
の
方
々
の
生
の
声
を
お
聞
き
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
市
政
未
来
ポ

ス
ト
等
の
広
聴
制
度
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

な
お
一
層
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
長
と
し
て
も
さ
ら
に
市
民
の

声
を
拝
聴
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
制
度
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
、
よ
り
大
切
な
の
は
、

市
民
の
声
を
聞
く
職
員
の
意
識
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
職

員
は
様
々
な
場
や
機
会
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
な
ど
を
お
聞

　

防
災
に
つ
い
て

　
　

津
波
対
策
と
し
て
の
ソ
フ
ト
面

　
　

の
強
化
に
つ
い
て

　
　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
は
当
地

　
　

方
に
も
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
の
指
定
す
る
避
難

施
設
に
お
い
て
確
認
で
き
た
避
難
者

は
、
最
大
で
７
６
４
人
で
し
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
避
難
し
た
方
々
が
い

た
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
や
は
り
全

体
的
に
は
少
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、

当
地
域
で
大
き
な
地
震
の
揺
れ
が
発

生
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
き
な

津
波
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
、
自
己
判

断
し
た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
と
し
て
は
、
揺
れ
が

伴
わ
な
い
地
震
で
あ
っ
て
も
、
大
津

波
警
報
や
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た

と
き
に
は
、
直
ち
に
高
い
場
所
へ
避

難
す
る
と
い
う
津
波
へ
の
危
機
意
識

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
層
高
め
て
い

た
だ
く
防
災
啓
発
が
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
家
族

と
い
う
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
９
月
の
第
一
日
曜
日

を
「
家
族
で
考
え
る
防
災
の
日
」
に

設
定
し
、
そ
の
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
子
供
た
ち
へ
の
防
災
教
育
の

一
環
と
し
て
、
市
内
の
小
中
学
生
を

対
象
に
「
我
が
家
の
防
災
対
策
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
募
集
す
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
命
に
主

体
性
を
持
つ
と
い
う
意
識
を
育
み
、

災
害
に
対
す
る
自
助
の
対
応
力
を
高

め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
７
月
に
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
全
体
で
取
り
組
ん
だ
津
波
避

難
訓
練
で
は
、
事
前
準
備
と
し
て
地

域
の
方
々
の
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
３
回
開
催
し
、
地
域
内
の

危
険
箇
所
や
津
波
か
ら
の
避
難
時
に

障
害
を
き
た
す
箇
所
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
、
地
震
に
よ
っ
て
家
屋
や
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る

箇
所
に
つ
い
て
は
訓
練
時
に
通
行
ど

め
と
す
る
な
ど
、
実
践
に
即
し
た
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
地
域
内
の
幼
稚

園
や
保
育
所
、
小
中
学
校
が
参
加
し
、

訓
練
ス
タ
ッ
フ
に
小
学
生
を
配
置
し

た
ほ
か
、
園
児
の
避
難
支
援
を
中
学

生
が
行
う
な
ど
、
地
域
全
体
で
訓
練

に
取
り
組
み
、
行
政
主
導
で
は
な
く
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
実
践
で
き
た

こ
と
は
、
津
波
対
策
へ
の
想
像
力
不

足
を
補
い
、
日
ご
ろ
か
ら
津
波
に
ど

う
向
き
合
う
か
を
考
え
る
機
会
と
な

り
、
こ
の
こ
と
が
地
域
の
防
災
力
の

向
上
に
発
展
す
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、

中
学
生
が
小
学
生
の
避
難
を
助
け
、

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
率
先
し
た
避

難
行
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
周
囲

の
住
民
が
避
難
を
行
い
、
津
波
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
例

を
教
訓
と
し
た
地
震
や
津
波
に
対
す

る
防
災
教
育
と
と
も
に
、
東
北
地
方

で
の
辛
い
経
験
と
厳
し
い
教
訓
は
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
知
恵

と
し
て
、
永
遠
に
引
き
継
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
防
災
意
識
を
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
取
り
組
み
と
し
て
、

児
童
・
生
徒
を
含
め
た
地
域
に
お
け

る
実
践
的
な
訓
練
や
防
災
教
育
を
重

点
的
に
推
進
し
、
家
庭
か
ら
地
域
へ

と
長
期
的
に
防
災
効
果
を
浸
透
さ
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
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新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
　

新
市
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
、

　
　

残
事
業
に
つ
い
て

　
　

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

　
　

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
し
た
計
画
で
あ
り
、
新
市
の

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
事

業
と
し
て
１
１
４
の
事
業
を
登
載
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

１
１
４
事
業
の
う
ち
、
現
在
87
事
業

が
完
了
及
び
実
施
中
で
あ
り
、
進
捗

率
は
76
．
３
％
と
い
う
状
況
で
す
。

な
お
、
地
域
別
で
は
、
旧
田
辺
地
域

が
75
．
６
％
、
龍
神
地
域
が
73
．
３

％
、
中
辺
路
地
域
が
１
０
０
．
０
％
、

大
塔
地
域
が
43
．
８
％
、
本
宮
地
域

が
82
．
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
地
域
ご
と
の

進
捗
に
差
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
的

に
は
合
併
特
例
債
を
は
じ
め
と
す
る

有
利
な
財
源
を
活
用
す
る
中
で
、
道

路
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
を
は

じ
め
、
防
災
関
連
施
設
、
学
校
・
生

涯
学
習
施
設
、
さ
ら
に
は
観
光
施
設

な
ど
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

生
活
基
盤
は
も
と
よ
り
、防
災
、教
育
、

文
化
、
観
光
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野

に
お
い
て
着
実
に
充
実
が
図
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
概
ね

順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
未
実
施
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
27
事
業
が
未
着
手
と
な
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
道
路
関
連
で
６

事
業
、
学
校
施
設
関
連
で
５
事
業
、

住
宅
関
連
で
４
事
業
、
保
育
所
整
備

及
び
林
道
整
備
関
連
で
そ
れ
ぞ
れ
３

事
業
、
簡
易
水
道
関
連
で
２
事
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

新
市
に
お
い
て
は
、
新
市
建
設
計

画
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
位
置
づ

け
、
建
設
計
画
登
載
事
業
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
方
で
は
、
建
設
計
画
登
載
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
々
の
状
況

を
踏
ま
え
、
必
要
性
や
緊
急
性
を
見

極
め
た
上
で
、
各
種
事
業
の
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
登
載
事
業

に
お
い
て
、
地
元
調
整
な
ど
事
業
実

施
に
向
け
た
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

事
業
も
含
め
て
、
27
事
業
が
未
着
手

と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
、
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
、
実

現
の
可
能
性
も
含
め
て
多
角
的
な
観

点
か
ら
、
鋭
意
検
討
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

画
」
の
中
で
も
、「
子
供
を
は
ぐ
く
む

ま
ち
づ
く
り
」、「
子
育
て
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
方
針
や
目
標

を
掲
げ
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支

援
は
、
国
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題

と
し
て
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
市
に
お
い
て
も
平

成
15
年
に
策
定
さ
れ
た
「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
く
市

町
村
行
動
計
画
と
し
て
、
平
成
17
年

に
「
田
辺
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
を
策
定
、
平
成
22
年
に
は
、

前
期
計
画
の
取
り
組
み
を
検
証
・
評

価
し
た
上
で
、
そ
の
後
の
支
援
施
策

の
方
向
性
や
目
標
を
見
直
し
た
「
後

期
計
画
」
を
策
定
し
て
、
地
域
に
お

け
る
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
は
、「
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
も
と
に
、

各
課
で
所
管
、
実
施
し
て
い
る
子
育

て
関
連
事
業
を
洗
い
出
し
、「
子
育
て

支
援
」
と
い
う
観
点
か
ら
、「
み
ん
な

で
子
育
て
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
学
童
保
育
所
運
営

や
予
防
接
種
、
乳
幼
児
医
療
や
子
育

て
相
談
な
ど
58
の
事
業
に
、
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
化
対
策
や
、
子
育
て
支
援
策

は
、
広
く
様
々
な
分
野
で
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
、
あ
る
一
定
の

施
策
に
注
力
す
れ
ば
効
果
が
上
が
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
育
所
や

学
童
保
育
所
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
も
と
よ
り
、
行

政
全
般
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
様
々
な
ニ

ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し

た
施
策
を
総
合
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
は
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
方
や
先
行
き

を
左
右
す
る
極
め
て
重
要
な
施
策
で

す
の
で
、
今
後
も
国
・
県
の
新
た
な

支
援
体
制
を
注
視
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
子

供
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら
れ
る
」

環
境
の
一
層
の
整
備
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
関
係
機
関
や
関
係
団
体
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
に
お
い

て
も
、
さ
ら
に
真
摯
に
聞
く
意
識
を

徹
底
さ
せ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問答

問答
　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て　

　
　

少
子
化
対
策
や
住
み
や
す
い
田

　
　

辺
を
目
指
し
た
、
子
育
て
支
援

に
対
す
る
市
の
考
え
は

　
　

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
は
、

　
　

急
速
に
少
子
化
、
高
齢
化
が
進

む
現
在
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
捉

え
、
市
で
は
今
年
度
、
新
た
に
５
年

間
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定
し
た「
第

一
次
田
辺
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

　

の
創
設
に
つ
い
て

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

　
　

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

　
　

経
済
状
況
の
低
迷
に
よ
り
新
た

な
建
築
市
場
と
し
て
、
地
域
経
済
対

策
を
主
た
る
目
的
と
し
た
施
策
で
あ

り
、
全
国
で
は
地
域
産
業
の
活
性
化

と
し
て
取
り
組
む
自
治
体
も
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
制
度
は
平
成
16
年
か
ら

始
ま
り
、
平
成
24
年
７
月
現
在
の
調

査
で
は
、
全
国
５
３
３
の
自
治
体
に

広
が
っ
て
お
り
、
自
治
体
総
数
の
29
．

８
％
に
至
る
状
況
で
す
が
、
和
歌
山

県
に
お
い
て
は
、
県
・
市
町
村
と
も

に
制
度
自
体
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
補
助
制
度
は
、
人
気
の
あ
る

制
度
で
あ
る
反
面
、
そ
の
要
旨
は
市

内
在
住
の
施
工
業
者
に
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
前

提
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
田
辺
市
以

外
の
業
者
も
多
く
新
築
工
事
に
携
わ

っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
場
合
、
施
主

は
自
分
が
建
て
て
も
ら
っ
た
業
者
に

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
も
補
助
金
が
出
な
い
状
況
が
生
じ

6

問答
　

市
長
２
期
目
の
実
績
と
３

　

期
目
に
向
け
た
決
意
に
つ

　

い
て　

　
　

２
期
目
４
年
間
の
実
績
と
３
期

　
　

目
に
向
け
た
決
意
は

　
　

市
長
と
し
て
、
市
町
村
合
併
後

　
　

の
８
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
応
え
て
い
く
こ

と
が
責
務
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
新
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
た

「
市
町
村
建
設
計
画
」
の
実
現
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
市
町
村
建
設
計
画
は
、

現
時
点
で
の
進
捗
率
が
８
割
近
く
に

な
る
な
ど
、
各
種
の
基
盤
整
備
は
着

実
に
具
現
化
で
き
、
ま
ち
の
骨
格
は

確
立
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
期
目
の
４
年
間
は
、
合
併
効
果

を
生
か
し
た
１
期
目
の
基
礎
づ
く
り

に
続
き
、「
産
業
力
の
強
化
」「
文
化

力
の
向
上
」「
地
域
力
の
充
実
」
を
政

策
の
柱
に
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
の
田
辺

市
の
価
値
を
高
め
、
ま
た
新
た
な
価

値
を
創
造
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
基
本

理
念
で
あ
る
「
一
人
ひ
と
り
が
大
切

に
さ
れ
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」、
こ
の
田
辺
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
私
な
り
に
申
し
上
げ
れ
ば
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
と
は
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
真
に
尊
重
さ

れ
、
互
い
に
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
生
か
さ
れ
て
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ

と
で
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
と
は
、

物
の
豊
か
さ
の
み
な
ら
ず
、
心
の
豊

か
さ
も
求
め
ら
れ
、
そ
の
自
分
ら
し

い
生
き
方
が
、
ひ
い
て
は
田
辺
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
実
感
で
き
る
こ
と
を
意
味
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

念
頭
に
置
き
、
私
な
り
に
ぶ
れ
ず
に

や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
で
は
、
昨

年
の
東
日
本
大
震
災
や
台
風
12
号
災

害
を
踏
ま
え
た
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害

に
対
す
る
総
合
的
な
防
災
対
策
の
再

構
築
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
地
域

経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
な
ど
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
し
、
市
町
村

建
設
計
画
の
総
仕
上
げ
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
ま
だ
残
っ
て
い
る
２

期
目
に
お
け
る
市
政
運
営
も
含
め
、

２
期
８
年
の
私
の
仕
事
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
市
政
運
営
の
任
を
お
任
せ
い
た

だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
一
度
謙
虚

な
心
と
市
民
へ
の
思
い
を
持
っ
て
、

こ
れ
ま
で
に
築
い
た
ま
ち
の
骨
格
を

市
民
の
皆
さ
ん
が
誇
り
に
思
え
る
ま

ち
の
確
立
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

た
り
、
ま
た
、
特
定
業
種
に
対
す
る

補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
も
公
平
性
の
確
保
と
い
う
問
題
が

あ
っ
た
り
す
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

助
成
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

　
　

あ
る
の
か

　
　

市
で
は
、
従
来
か
ら
国
・
県
の

　
　

補
助
制
度
を
活
用
し
、
高
齢
者

及
び
障
が
い
者
の
方
々
に
対
し
て
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
造
住
宅
に

つ
い
て
も
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震

改
修
に
つ
い
て
工
事
費
の
３
分
の
２

以
内
で
１
棟
当
た
り
60
万
円
を
限
度

と
し
て
補
助
し
、
さ
ら
に
工
事
費
の

11
．
５
％
（
最
大
40
万
円
）
の
追
加

補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
制
度
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

試
験
的
で
も
よ
い
の
で
早
急
に

　
　

創
設
し
て
は
ど
う
か

　
　

市
で
は
、
ま
ず
防
災
の
観
点
か

　
　

ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
居

住
の
確
保
の
た
め
の
耐
震
化
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
施
策

目
的
に
応
じ
た
助
成
制
度
の
有
効
活

用
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
県

並
び
に
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答

問答問答
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田辺市補助金の適正執行に関する決議

　今般、元市議が関係する一連の植樹事業に
係る補助金問題に関し、多くの市民の皆様に
不信感を抱かせたことは極めて遺憾であり、
本件に係る議会の対応に若干期間を要したこ
となども含め、二元代表制の一翼を担う我々
市議会としても率直にお詫びしなければなら
ない。
　こうした事案は、二度と繰り返してはなら
ないものであり、失われた信頼を一日も早く
取り戻すためには、再発防止に向けた必要な
措置を講ずることが非常に重要である。
　自治体が交付する補助金の支出根拠は、地
方自治法第２３２条の２において、その公益
性が規定されていることから、事業活動の目
的、内容等が社会・経済情勢及び市民感覚に
合致している事業がその前提となる。
　一方、市民協働によるまちづくりの推進と
いう観点から、市民の高度で多様化するニー
ズに応えるとともに、自発的なまちづくり活
動が促進される事業に対する補助金交付が求
められることは論じるまでもない。
　以上のように、補助金は「特定の団体や
個人に対価なく給付する金銭（公金）」であ
り、細心の注意が求められるが、今回の事
案によって、市民のまちづくり活動への参
画を後退させるようなことは決してあって
はならない。

　よって、同様の事態が再び繰り返されるこ
とのないよう、補助金事務に際しては下記の
事項に留意するよう強く要望する。

記

１．市民が公共の利益を等しく享受するため
　にも、公平かつ客観的な視点により、事業
　の目的・内容・効果を検証すること。また、
　事業の適格性、透明性という視点から、団
　体等の会計処理及び補助金の使途が適切で
　あること。

２．補助金に係る財源は、厳しい財政状況の
　中で捻出された公金であるという認識に基
　づき、関係書類等を十分精査した上で、補
　助金交付の適否を慎重に審査すること。

３．今般の一連の植樹事業における「ふれあ
　いの森緑化推進事業補助金」等に係る補助
　制度自体を否定するものではないが、今回
　の事案を十分勘案した上での制度設計に努
　めるとともに、事業費補助の適格性、妥当
　性等の観点から、市補助金全般にわたる補
　助要綱等について徹底検証を行うこと。

　以上、決議する。

市補助金の適正執行について田辺市議会の決議を可決

　元市議が関係する一連の植樹事業に係る市補助金について、本議会ではそれぞれ３常任
委員会（総務企画・産業建設・文教厚生）において、当該補助金問題が起こった背景や要
因、また事務執行が適正に行われていたかを明らかにし、早期の再発防止を図ることを主
眼に鋭意調査を行いました。
　その上で、本議会は、「特定の団体や個人に対価なく給付する金銭（公金）」である補助
金の趣旨をかんがみ、今後の補助金事務に係る留意事項等を盛り込んだ「田辺市補助金の
適正執行に関する決議」を全会一致により可決しました。



市議会だより
―　　　―

　議会を傍聴しませんか？
　　市議会では、市民の皆さんの生活に密着した
　重要な問題が審議されています。
　　市政を知る良い機会です。お気軽にお越しく
　ださい。
　　次の３月定例会は、下記の日程で開催する予定です。

　　※上記日程は変更することがあります。
　　傍聴を希望される場合は、お手数ですが日時をお問い合わ
　せください。

議会活動日誌
１２月　３日（１日目）　決算に係る委員長報告、常任委員会所管事務調査委員長報告、議案の提案説明、
　　　　　　　　　　　  議案に対する質疑及び付託
　　　　４日（２日目）　付託議案に係る委員長報告・議案審議
　　　１２日（３日目）　一般質問（４人）、追加議案の提案説明
　　　１３日（４日目）　一般質問（２人）、議案に対する質疑及び付託
　　　２１日（５日目）　付託議案に係る委員長報告・議案審議
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１０月　３日　産業建設委員会（「田辺市ふれあいの森緑化推進
　　　　　　　事業補助金」等について）
　　　　９日　産業建設委員会（決算審査について）
　　　１０日　産業建設委員会（決算審査について）
　　　１１日　文教厚生委員会（決算審査について）
　　　１２日　文教厚生委員会（決算審査について）
　　　１９日　総務企画委員会（紀州「熊楠の森」大植樹祭に対
　　　　　　　する「みんなでまちづくり補助金」について）
　　　２６日　総務企画委員会（みんなでまちづくり補助金等に
　　　　　　　係る調査結果について）
　　　　　　　産業建設委員会（「田辺市ふれあいの森緑化推進
　　　　　　　事業補助金等」に係る調査結果について）
１１月　８日　産業建設委員会（決算審査について）
　　　　　　　文教厚生委員会（決算審査について、所管事務調
　　　　　　　査報告について）
　　　１５日　総務企画委員会（決算審査について）
　　　１６日　総務企画委員会（決算審査について）
　　　２７日　議会運営委員会（１２月定例会運営について）

本会議

委員会

次回の「市議会だより」

　５月号
（３月定例会の報告）

　議会日程の詳細や市議会だよりの内容

等について、 ご意見 ・ ご質問等がありま

したら、 下記までご連絡ください。

　ホームページでは、 議会の情報や本会

議会議録、 録画映像をご覧いただける

ほか、 声の議会だよりもご利用いただけ

ます。

【連絡先】

田辺市議会事務局

　〒 646-8545　田辺市新屋敷町１番地

　ＴＥＬ　０７３９- ２６- ９９４０ （直通）　　　

　
　ＦＡＸ　０７３９- ２５- ５５７９　　　　　　　　

　E-mail:gikai@city.tanabe.lg.jp
　http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/  

お知らせ

平成 25 年 3月定例会（予定）
本会議　2月27日・28日・3月11日・12日・13日・22日
委員会　3月4日・5日・13日・14日・15日・18日・19日・21日
（予備日含む）

市議会本会議のインターネット録画映像を配信しています

　◆田辺市議会インターネット録画中継トップページ
　http://www.kensakusystem.jp/tanabe-vod/index.html
　※上記以外に田辺市議会及び田辺市のホームページトップ
　　ページのリンクからもご覧いただけます。

１２月　３日　総務企画委員会（委員長報告について）
　　　　　　　産業建設委員会（委員長報告について）
　　　　　　　文教厚生委員会（委員長報告について）
　　　　　　　国体に係る三四六総合運動公園等整備特別委員会
　　　　　　　（三四六総合運動公園の整備についてなど）
　　　　４日　産業建設委員会（付託議案審査及び委員長報告に
　　　　　　　ついて）
　　　１１日　高速道路及び国道バイパス促進特別委員会（近畿
　　　　　　　自動車道紀勢線及び西バイパスの工事発注状況等
　　　　　　　についてなど）
　　　１２日　議会運営委員会（１２月定例会の運営について）
　　　１３日　産業建設委員会（付託議案審査について）
　　　１４日　総務企画委員会（付託議案審査について）
　　　　　　　文教厚生委員会（付託議案審査について）
　　　１９日　産業建設委員会（世界遺産熊野本宮館現地視察）
　　　２１日　議会運営委員会（最終日の日程等について）
　　　　　　　総務企画委員会（委員長報告について）
　　　　　　　産業建設委員会（委員長報告について）
　　　　　　　文教厚生委員会（委員長報告について）


